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	オーナー吉田りこのＳＮＳたち
	今すぐ チェック！
	　それでも最近は、「春と秋が短くなったな」と感じることが増えました。 5月なのに真夏のような暑さの日がある。１０月になっても半袖で過ごせる日がある。逆に急に寒くなって慌てて衣替えをする。そんなことが珍しくなくなりました。 　毎年のように「今年の夏は過去最高の暑さ」という言葉を聞いている気がします。そのた びに思うのです。昔の６月って、こんなに暑かっただろうか？ 　もちろん気候は毎年変わりますし、個人の記憶は曖昧です。だから単純に昔と今を比較する ことはできません。それでも、季節の境目が少しずつ分かりにくくなっているような感覚は、多くの人が持っているのではないでしょうか。だからこそ私は、短い期間でも四季を感じていたいと思います。 　旬の野菜を食べること。梅を漬けること。季節の花を眺めること。その時期にしかできないことを楽しむこと。 　それは単なる趣味ではなく、自然とのつながりを確かめる行為なのかもしれません。そし て、こうしたことを考えていると、どうしても「地球温暖化」という言葉に行き着きます。 ニュースで頻繁に耳にする、異常気象、猛暑、豪雨、農作物への影響。けれど正直に言えば、 私は環境問題の専門家ではありません。二酸化炭素がどうで、気温上昇がどうで、と詳しく 説明できるわけではありません。ただ、日々の暮らしの中で感じる違和感はあります。 　農家さんが「今年は暑さで野菜が大変だった」と話すこと。暑さで外に出られない子ど もたちが増えていること。電気代を気にしながらも、エアコンを止められないこと。そうした出来事は、すべて私たちの生活とつながっています。 　そして私は思うのです。社会問題というのは、決して遠くにあるものではないのだと。政治というと、選挙や議会や政党の話だと思われがちです。もちろんそれも大切です。 　けれど本当は、毎日の暮らしの中にこそ政治があります。野菜の値段が上がること。猛暑で体調を崩すこと。農家さんが作り続けられるか心配すること。そうしたことも、社会のあり方と深く結びついています。コールラビやスイスチャードを見て季節を感じること。梅仕事をしながら夏の訪れを知ること。そして、「昔と何か違うな」と感じること。 　そんな日常の小さな気づきこそが、社会を考える入り口なのかもしれません。大きな政策 や難しい言葉を知らなくてもいい。まずは、自分の暮らしの中で起きていることに目を向ける。 なぜだろう、と考えてみる。 　私は、そんなところから社会とのつながりが始まるのだと思っています。 　今年も梅を漬けながら、旬の野菜を眺めながら、そんなことを考えています。
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	★火曜日：無&減農薬の美味やさい入荷★毎月の朝市では、お楽しみ試食をお出ししています★常設：ハンドメイド小物を販売中★席の時間貸し、キッチン付きレンタルルームは持ち込みOK
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